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①調査・分析
ア）神通川支流や用水路での網場設置に向けた調査

イ）神通川でのごみの発生メカニズム調査

③行動・実施

ア）啓発サイン掲出

イ）小学校モデル授業

ウ）教材制作

ア）CHANGE FOR THE BLUE一斉ごみ拾い

イ）スポーツ連携

ウ）企業フォーラム

富山市と日本財団との共同事業３つの柱

②教育・啓発

富山市と日本財団は2019年3月27日（水）海洋ごみ対策促進に向けた連携協力協定を締結。
全国の自治体に先駆けて共同で地域ぐるみの海洋ごみ対策のモデルづくりを始めました。
共同事業の柱は「調査・分析」「教育・啓発」「行動・実施」の3つ。

富山市×日本財団共同事業
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ア）神通川支流や用水路での網場設置に向けた調査

①調査・分析

【実施期間】

2019年6月～2020年2月

【内 容】

富山市が、市内の河川、用水路を対象に、人口密度、コンビニ、公園、農地、ごみ集積所の位置データから、
プラごみが発生する可能性の高い河川・用水路10 地点を選定し実態を調査。
この結果をもとに、2019 年12 月16日～20日の5日間、河川ごみが多い5地点に、網場を試験的に設置し、
ごみ回収効率や運用上の課題を確認。

〇調査地点 （10 地点）： 四方用水、村川、がめ川、馬渡川、広田用水、 半俵川、常西排砂水路、宮路川、
浄土川、千俵川

〇網場試験設置（5地点）：がめ川、宮路川、広田用水、浄土川、千俵川

イ）神通川でのごみの発生メカニズム調査

【実施期間】

2019年5月～2020年2月

【内 容】

日本財団が、生活圏から河川や水路等を通じて神通川へごみが流出する経路・メカニズム等を解明するため、
2019年5月と9月の2回、神通川のほかいたち川、赤江川、土川、馬渡川の市内4河川で、ごみ発生状況の
実態を調査。結果は、2月に自治体やＮＰＯ等に広く公開されました。
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②教育・啓発

ア）啓発サイン掲出

【実施期間】

2019年8月～2020年3月

【内 容】

富山大学都市デザイン学部と連携し、海洋ごみ削減を啓発するサインのデザインを募集。
集まった作品の中から4点を選び、教授による審査会を経てデザインを決定。サインを市内各所に掲出。
掲出場所は、富山駅、セントラム、ポートラム、松川周辺の道路7か所。

イ）小学校モデル授業

【実施期間】

2019年9月～2019年10月

【内 容】

富山市が行う3Ｒ推進スクールと連携して、富山湾の現状やマイクロプラスチックの影響など、海洋ごみ
問題を学ぶモデル授業を３校で実施。また、啓発用教材（パンフレット）を作成・配布しました。

実施校は、中央小学校（4年生 60名）、神保小学校（4年生34名）、山室中部小学校（4年生100名）。
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②教育・啓発

ウ）教材制作
【内 容】

〇海洋ごみ問題啓発動画制作（2本）
・啓蒙用プロモーション 1分45秒
・３Ｒ推進スクール用プロモーション 2分15秒

〇富山市の取組み紹介動画制作（9本）
・網場の設置 ・川をきれいにする日 ・カターレ富山冠試合
・海をきれいにする日 ・ふるさと美化大作戦 ・啓発サイン掲出
・小学校モデル授業 ・富山グラウジーズ冠試合 ・企業フォーラム（予定）

啓発動画は「CHANGE FOR THE BLUE in富山」のホームページで公開するほか、カターレ富山・富山グラウ
ジーズと連携した試合会場や小学校モデル授業でも使用。 また、富山市の取り組み紹介動画は、ホーム
ページで公開。(CHANGE FOR THE BLUE in富山ホームページ https://umigomi-zero.jp)

〇海洋ごみ問題啓発パンフレット制作

※パンフレットは小学校モデル授業で使用。
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③行動・実施

ア）CHANGE FOR THE BLUE 一斉ごみ拾い

【実施日時】

2019年6月2日 （日） 川をきれいにする日
2019年7月7日 （日） 海をきれいにする日
2019年8月18日（日） ふるさと美化大作戦

【内 容】

富山市が行う清掃活動と連携し岩瀬浜で市民参加型の清掃美化活動を実施。
富山グラウジーズの選手やカターレ富山のスタッフも清掃活動に参加。3回でおよそ8万人が清掃を行いました。

イ）スポーツ連携
【実施日時】

2019年6月29日 （土） カターレ富山×カマタマーレ讃岐
CHANGE FOR THE BLUE in富山スペシャルマッチ （富山県総合運動公園）

2019年10月19日（土）20日（日） 富山グラウジーズ×大阪エヴェッサ
CHANGE FOR THE BLUE in富山スペシャルマッチ（富山市総合体育館）

【内 容】

カターレ富山、富山グラウジーズとCHANGE FOR THE BLUE in富山が連携。
各試合会場でブースを設置、啓発動画を上映したほか、各チームが海洋ごみ削減宣言を行いました。
試合終了後には、それぞれのチームのファンと選手が会場周辺の清掃活動を実施。
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ウ）企業フォーラム

【実施日時】

2020年9月24日（木）14：00～15：30
（※2020年3月の開催を予定していたが、コロナウィルスの影響で延期。）

【内 容】

■タイトル ：富山の海洋ごみ問題を考える（仮）
■講 師 ：富山県立大学名誉教授 楠井 隆史

株式会社ピリカ 代表取締役社⾧ 小嶌 不二夫
■内 容 ：富山の海洋ごみを考える（仮）
■構 成 ：開会

1部 富山の河川調査（小嶌社⾧）
2部 富山市の海岸とレジンペレット（楠井名誉教授）
3部 富山市の海洋ごみの現状について（楠井名誉教授×小嶌社⾧）
閉会

■告知方法 ：チームとやまし参加企業へメールで案内（富山市）
富山市エコタウン産業団地内の企業への案内（富山市）
富山市内の各企業団地への案内（富山市）
八尾工場協会への案内（富山テレビ放送）
ＣＭ放送（富山テレビ放送）

■展開方法 ：CHANGE FOR THE BLUE in富山のホームページ(https://umigomi-zero.jp)で
LIVE配信、及び1か月間の動画掲載。

楠井名誉教授（富山）と小嶌社⾧（東京）をＷＥＢで結んでセミナーを配信。

■視聴数 当日視聴90回、掲載動画約270回

株式会社ピリカ 代表取締役社⾧
小嶌 不二夫

富山県立大学 名誉教授
楠井 隆史



7


